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（ 必 ず お 読 み 下 さ い ）安 全 上 の ご 注 意

お 使 い に な る 方 や 他 の 人 へ の 危 害 、 財 産 へ の 損 害 を 未 然 に 防 止 す る た め 、 必 ず

お 守 り い た だ く こ と を 、 次 の よ う に 説 明 し て い ま す 。

■ 表 示 内 容 を 無 視 し て 誤 っ た 使 い 方 を し た 時 に 、 生 じ る 危 害 や 損 害 の 程 度 を 、 次 の

表 示 で 区 別 し 、 説 明 し て い ま す 。

警 告
こ の 表 示 の 欄 は 内 容 で す 。「 死 亡 ま た は 重 傷 な ど を 負 う 可 能 性 が 想 定 さ れ る 」

注 意
「 傷 害 を 負 う 可 能 性 ま た は 物 質 的 損 害 の み が 発 生 す るこ の 表 示 の 欄 は

内 容 で す 。可 能 性 が 想 定 さ れ る 」

■ お 守 り い た だ く 内 容 の 種 類 を 次 の 絵 表 示 で 区 別 し 、 説 明 し て い ま す 。

こ の 絵 表 示 は 、 気 を 付 け て い た だ き た い の 内 容 で す 。「 注 意 喚 起 」

こ の 絵 表 示 は 、 し て は い け な い の 内 容 で す 。「 禁 止 」

！

！

！



注 意

■ 全 て に 共 通 の 取 り 扱 い に つ い て

● 湿 気 ・ ほ こ り の 多 い 場 所 で の 使 用 は 避 け て 下 さ い 。 ほ こ り や 水 分 が

入 り 、 故 障 ・ 火 災 ・ 感 電 の 原 因 と な る こ と が あ り ま す 。

■ 本 機 の 取 り 扱 い に つ い て

● 本 機 は 、 精 密 部 品 で 作 ら れ た 無 線 通 信 機 器 で す 。

分 解 ・ 改 造 は し な い で 下 さ い 。 事 故 や 故 障 の 原 因 と な り ま す 。

警 告

■ 本 機 の 取 り 扱 い に つ い て

● 人 命 に か か わ る よ う な 極 め て 高 い 信 頼 性 を 要 求 さ れ る 用 途 に は 、

ご 使 用 に な ら な い で 下 さ い 。

● 電 波 が 届 く か 届 か な い 曖 昧 な 範 囲 で は ご 使 用 に な ら な い で 下 さ い 。

！

！



警 告

■ 電 源 の 取 り 扱 い に つ い て

Ａ Ｃ ア ダ プ タ ・ 電 源 コ ー ド の 発 熱 、 破 損 、 発 火 な ど の 事 故 防 止 の た め 、 次 の こ と

は 必 ず お 守 り 下 さ い 。

● Ａ Ｃ ア ダ プ タ ・ 電 源 コ ー ド を 火 に 近 づ け た り 、 火 の 中 に 入 れ な い で

下 さ い 。 Ａ Ｃ ア ダ プ タ ・ 電 源 コ ー ド が 破 裂 ・ 発 火 し て 事 故 の 原 因 に

な り ま す 。

● Ａ Ｃ ア ダ プ タ ・ 本 体 は 、 破 損 ・ 発 火 事 故 防 止 の た め 、 指 定 さ れ た 電

源 電 圧 以 外 で は 使 用 し な い で 下 さ い 。

● 濡 れ や す い 場 所 で 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ ・ 本 体 を 使 用 し な い で 下 さ い 。

発 熱 ・ 発 火 ・ 感 電 な ど の 事 故 や 故 障 の 原 因 と な り ま す 。

● 濡 れ た 手 で Ａ Ｃ ア ダ プ タ ・ 本 体 ・ 電 源 コ ー ド ・ コ ン セ ン ト に 触 れ な

い で 下 さ い 。 感 電 な ど の 事 故 の 原 因 と な り ま す 。

● 電 源 コ ー ド を 破 損 さ せ な い で 下 さ い 。 シ ョ ー ト や 発 熱 に よ り 、 火 災

や 感 電 の 原 因 と な り ま す 。

● 電 源 プ ラ グ に ほ こ り が 付 着 し た ま ま で 使 用 し な い で 下 さ い 。

シ ョ ー ト や 発 熱 に よ り 火 災 や 感 電 の 原 因 に な り ま す 。

● Ａ Ｃ ア ダ プ タ に 強 い 衝 撃 を 与 え な い で 下 さ い 。 事 故 や 故 障 の 原 因 に

な る こ と が あ り ま す 。

！



警 告

■ 電 源 の 取 り 扱 い に つ い て （ つ づ き ）

Ａ Ｃ ア ダ プ タ ・ 電 源 コ ー ド の 発 熱 、 破 損 、 発 火 な ど の 事 故 防 止 の た め 、 次 の こ と

は 必 ず お 守 り 下 さ い 。

● Ａ Ｃ ア ダ プ タ の 変 形 な ど に 気 づ い た ら 、 使 用 し な い で 下 さ い 。

事 故 や 故 障 の 原 因 に な る こ と が あ り ま す 。

● 引 火 性 ガ ス が 発 生 す る 場 所 で は 、 本 体 を 充 電 し な い で 下 さ い 。

発 火 事 故 な ど の 原 因 に な り ま す 。

● 絶 対 に Ａ Ｃ ア ダ プ タ を 分 解 し な い で 下 さ い 。

事 故 や 故 障 の 原 因 に な る こ と が あ り ま す 。

警 告

■ 使 用 中 に 異 常 が 発 生 し た と き は

火 災 ・ 感 電 等 の 原 因 と な り ま す の で 、 電 源 プ ラ グ を コ ン セ ン ト か ら 抜 い て 販 売 店

又 は 弊 社 に 修 理 を 依 頼 し て 下 さ い 。

● 煙 が 出 た り 、 変 な に お い が す る と き は 使 用 を 中 止 し 、 た だ ち に 電 源

プ ラ グ を コ ン セ ン ト か ら 抜 い て 販 売 店 又 は 弊 社 に 修 理 を 依 頼 し て 下

さ い 。

● 電 源 コ ー ド が 傷 ん だ ら 使 用 し な い で 下 さ い 。

そ の ま ま 使 用 す る と 火 災 や 感 電 の 原 因 に な り ま す 。

！

！

！



ご使用の前に

Ｈ Ｅ Ｒ Ｃ Ｏ Ｍ Ｔ Ｅ Ｌ Ｅ Ｍ Ａ Ｔ Ｅ は 、 技 術 基 準 適 合 証 明 を 取 得 し た 特 定 小 電 力 無

線 設 備 を 使 用 し て い る 無 線 通 信 機 で す 。

Ｈ Ｅ Ｒ Ｃ Ｏ Ｍ Ｔ Ｅ Ｌ Ｅ Ｍ Ａ Ｔ Ｅ は 、 テ レ コ ン ト ロ ー ル 又 は テ レ メ ー タ を 使

用 目 的 と し ま す の で 、 以 下 に 示 す 内 容 で ご 使 用 下 さ い 。

テ レ コ ン ト 電 波 を 利 用 し て 遠 隔 地 点 に お け る 装 置 の 機 能 を 始 動 、 変 更

ロ ー ル 又 は 終 止 さ せ る こ と を 目 的 と す る 信 号 の 伝 送 。

制 御 装 置 TE L E M A T E T E L E M A T E 装 置

テ レ メ ー タ 電 波 を 利 用 し て 遠 隔 地 点 に お け る 測 定 器 の 測 定 結 果 を 自 動

的 に 表 示 し 、 又 は 記 録 す る 事 を 目 的 と す る 信 号 の 伝 送 。

測 定 器 TE L E M A T E T E L E M A T E 表 示 器 等

人 命 や 他 の 機 器 ・ 装 置 に 被 害 及 び 損 害 を 与 え る 恐 れ の あ る 用 途 で は 使 用 し な

い で 下 さ い 。 ま た 、 本 機 か ら の 電 波 に よ り 、 誤 動 作 す る 可 能 性 の あ る 装 置 の

近 く で は 使 用 し な い で 下 さ い 。

技 術 基 準 適 合 証 明 を 取 得 し た 装 置 を 改 造 し て 使 用 す る こ と は 法 律 で 禁 止 さ れ

て い ま す 。

本 機 は 日 本 国 内 専 用 で す 。 電 波 法 が 異 な る た め 、 国 外 で は 使 用 で き ま せ ん 。

ま た 、 本 機 を 電 気 通 信 回 線 に 接 続 し て 使 用 す る こ と は で き ま せ ん 。

通 信 性 能 は 、 周 囲 の 環 境 に よ っ て 大 き く 変 化 し ま す の で 、 設 置 前 に 通 信 可 能

で あ る こ と を 確 認 の う え ご 使 用 下 さ い 。
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１ ． は じ め に

このたびは、「 H E R C O M T E L E M A T E」 を お 買 い 上 げ い た だ き 、 誠 に あ り

が と う ご ざ い ま す 。

「 H E R C O M T E L E M A T E」 は 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 持 つ 機

器 と の 接 続 を 可 能 と し 、 遠 隔 地 の 測 定 結 果 等 を 収 集 し た り 、 遠 隔 地 の 機

器 等 を コ ン ト ロ ー ル す る テ レ メ ー タ ・ テ レ コ ン ト ロ ー ル 用 無 線 通 信 機 で

す 。 ま た 、 技 術 基 準 適 合 証 明 を 受 け て い る 特 定 小 電 力 タ イ プ な の で 、 免

許 不 要 で 使 用 で き ま す 。

「 H E R C O M T E L E M A T E」 を お 役 立 て い た だ く た め 、 本 説 明 書 を 十 分 に お

読 み い た だ き 、 正 し く お 使 い 下 さ い 。

【 数 値 の 表 し 方 】

１ ０ 進 数 ・ ・ ・ ・ ・ 数 値 だ け で 表 し ま す 。

例 ） １ を 表 す 場 合 → １

Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド ・ ・ ・ 数 値 の 最 後 に " Ｈ " が 付 き ま す 。

（ １ ６ 進 数 ） 例 ） １ を 表 す 場 合 → ０ １ Ｈ

ア ス キ ー コ ー ド ・ ・ 文 字 や 制 御 情 報 を ８ ビ ッ ト の コ ー ド に 置 き

換 え た も の 。 本 説 明 書 内 で は Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド

で 表 し ま す 。

例 ） Ｅ Ｓ Ｃ を 表 す 場 合 → １ Ｂ Ｈ
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２ ． の 特 長Ｈ Ｅ Ｒ Ｃ Ｏ Ｍ Ｔ Ｅ Ｌ Ｅ Ｍ Ａ Ｔ Ｅ

・ 通 信 構 成 は 、 １ ： １ 及 び １ ： Ｎ で 使 用 で き ま す 。

・ 通 信 方 式 は 、 単 向 方 式 及 び 単 信 方 式 で 使 用 で き ま す 。

（ 単 向 方 式 ）

片 方 を 送 信 専 用 、 片 方 を

受 信 専 用 と し て 使 い ま す 。

（ 単 信 方 式 ）

相 互 に 通 信 を 行 う 方 式 で

す が 、 送 信 と 受 信 は 同 時 に

行 え ま せ ん 。

従 っ て 、 送 信 中 は 受 信 で

き ま せ ん 。 ま た 、 受 信 中 は

送 信 で き ま せ ん 。

・ 通 信 周 波 数 は 、 ４ ０ チ ャ ネ ル 用 意 さ れ て い ま す 。 そ の 内 １ チ ャ ネ ル を 選 択

し 、 同 一 チ ャ ネ ル に 設 定 さ れ た 機 器 間 で 無 線 通 信 を 行 い ま す 。

・ Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ 準 拠 の シ リ ア ル デ ー タ を 、 ４ ８ ０ ０ b / s ま た は 、 １ ２ ０ ０

b / s の 速 度 で 通 信 で き ま す 。

・ Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ の 通 信 条 件 を 設 定 す る こ と が で き ま す 。

・ 付 属 の Ａ Ｃ ア ダ プ タ に よ り 、 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ コ ン セ ン ト か ら 電 源 が 取 れ ま す 。
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３ ． 仕 様

●一般 仕 様

装 置 種 別 Ｒ Ｃ Ｒ － Ｓ Ｔ Ｄ １ ６ Ａ に 準 拠 す る 特 定 小 電 力 無 線

設 備 を 使 用 し た 無 線 通 信 機

（ テ レ メ ー タ 用 及 び テ レ コ ン ト ロ ー ル 用 無 線 設 備 ）

送 受 信 周 波 数 4 2 9 . 2 5 0 0～ 4 2 9 . 7 3 7 5 M H z ( 1 2 . 5 K H z ｽ ﾃ ｯ ﾌ ﾟ 4 0 波 )

空 中 線 電 力 １０ m W 以 下

電 波 形 式 Ｆ １ Ｄ

ア ン テ ナ λ ／ ４ ホ イ ッ プ ア ン テ ナ （ 取 り 外 し 不 可 ）

変 調 方 式 直 接 ２ 値 Ｆ Ｓ Ｋ

変 調 速 度 ４８００ b / s

通 信 方 式 単 信 及 び 単 向 通 信 方 式

イ ン タ ー フ ェ ー ス 調 歩 同 期 式 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス

内 蔵 機 能 チ ャ ネ ル 切 換 機 能 キ ャ リ ア セ ン ス 機 能

呼 出 名 称 記 憶 機 能

電 源 電 圧 Ｄ Ｃ ５ Ｖ （ 付 属 ア ダ プ タ Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ ）

消 費 電 流 約 １ ２ ５ ｍ Ａ （ Ｄ Ｃ ５ Ｖ 供 給 時 ）

使 用 環 境 温度 0 ～ + 4 0 ℃ 湿 度 8 0 ％ 以 下 （ 結 露 な き こ と ）

外 形 寸 法 ７ ５ Ｗ × ３ ２ Ｈ × １ ４ ５ Ｄ ㎜ （ 突 起 物 含 ま ず ）

装 置 重 量 約 ４ ８ ０ ｇ （ 付 属 品 を 除 く ）

付 属 品 取 扱 説 明 書 Ａ Ｃ ア ダ プ タ

Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ ケ ー ブ ル
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３ ． 仕 様

●イ ン タ ー フ ェ ー ス 仕 様

方 式 調 歩 同 期 式 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス

接 続 ８ ピ ン ミ ニ Ｄ Ｉ Ｎ コ ネ ク タ

信 号 レ ベ ル ／ 論 理 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ 仕 様

通 信 速 度 １ ２ ０ ０ ／ ４ ８ ０ ０ b/s ※

デ ー タ 長 ７ ／ ８ ビ ッ ト ※

ス タ ー ト ビ ッ ト １ ビ ッ ト

ス ト ッ プ ビ ッ ト １ ／ ２ ビ ッ ト ※

パ リ テ ィ チ ェ ッ ク なし／偶数 ( e v e n ) ／ 奇数 ( o d d ) ※

フ ロ ー 制 御 ハ ー ド ウ ェ ア 制 御 （ Ｒ Ｔ Ｓ ／ Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 線 制 御 ）

※ 設 定 用 デ ィ ッ プ ス ィ ッ チ に よ り 変 更 可 能
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４ ． 寸 法 図
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５ ． 各 部 の 名 称 と 働 き
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６ ． 機 能

●各 機 能 の 設 定 を 行 う 前 に

各 機 能 の 設 定 に は 、 「 無 手 順 方 式 」 ・ 「 Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 方 式 」 の ２ 種 類 の

設 定 方 法 が 用 意 さ れ て い ま す 。

【 無 手 順 方 式 】

無 手 順 方 式 は 、 接 続 装 置 か ら 送 り 込 ま れ る 信 号 を そ の ま ま 無 線 伝 送

し ま す 。

各 機 能 の 設 定 に 関 し て は 、 す べ て ユ ニ ッ ト の ス イ ッ チ に よ っ て 設 定

し ま す 。 ス イ ッ チ は 、 電 源 立 ち 上 げ 時 に 設 定 さ れ た 状 態 が 有 効 に な

り ま す 。 機 能 の 設 定 変 更 を 行 う 場 合 は 、 ス イ ッ チ を 変 更 し て か ら 再

度 電 源 を 入 れ 直 し て 下 さ い 。

【 Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 方 式 】

Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 方 式 は 、 接 続 装 置 か ら 送 り 込 ま れ る 信 号 を Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン

ド か 送 信 信 号 を 判 断 し て 、 送 信 信 号 だ け を 無 線 伝 送 し ま す 。

各 機 能 の 設 定 に 関 し て は 、 初 期 設 定 は 電 源 立 ち 上 げ 時 に 設 定 さ れ た

ス イ ッ チ の 状 態 （ ス イ ッ チ で 設 定 し な い 機 能 は ユ ニ ッ ト に 記 憶 さ れ

て い る 初 期 値 ） に 設 定 さ れ ま す 。 機 能 の 設 定 変 更 を 行 う 場 合 は 、 接

続 装 置 か ら Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド を 送 り 込 む こ と に よ り 変 更 さ れ ま す 。

（ 設 定 内 容 は 電 源 を 落 と す ま で 有 効 で す ）

Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド と は 、 ス タ ー ト バ イ ト を ［ Ｅ Ｓ Ｃ ］ と し て ２ バ イ ト

及 び ３ バ イ ト か ら 構 成 さ れ 、 機 能 の 設 定 ま た は 設 定 内 容 の 参 照 を 目

的 と す る デ ー タ で す 。

・ 無 手 順 ／ Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 の 切 り 換 え

本 体 後 面 の ス イ ッ チ に よ り 切 り 換 え ま す 。

ス イ ッ チ の 切 り 換 え は 電 源 投 入 前 に 行 っ て 下 さ い 。 電 源 投 入 後 に ス

イ ッ チ を 切 り 換 え て も 変 更 で き ま せ ん 。
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６ ． 機 能

６－ １ ． 通 信 周 波 数 の 設 定 （ 通 信 チ ャ ネ ル の 設 定 ）

（ １ ） 無 手 順 方 式 の 場 合

設 定 し た い チ ャ ネ ル 番 号 を 回 転 式 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ に よ り セ ッ ト す る と 、

そ の デ ィ ッ プ ス イ ッ チ が 示 す 数 値 の チ ャ ネ ル に 設 定 さ れ ま す 。

電 源 が " Ｏ Ｎ " の ま ま で も 設 定 変 更 で き ま す 。

た だ し 、 チ ャ ネ ル が セ ッ ト さ れ て 安 定 す る ま で に 約 １ ． ５ 秒 の 時 間 が 必

要 で す 。

１ チ ャ ネ ル ～ ４ ０ チ ャ ネ ル の 間 で 設 定 し て 下 さ い 。

１ チ ャ ネ ル ～ ４ ０ チ ャ ネ ル 以 外 を 設 定 す る と １ チ ャ ネ ル が 強 制 的 に

設 定 さ れ ま す 。

５ チ ャ ネ ル に 設 定 し ま す例

図 の よ う に ス イ ッ チ を 合 わ せ ま す 。
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６ ． 機 能

（２） Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 方 式 の 場 合

本 機 と 接 続 し て い る 機 器 か ら Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド を 送 り 込 む こ と に よ り

『 ① チ ャ ネ ル の 設 定 』 及 び 『 ② チ ャ ネ ル の 確 認 』 が で き ま す 。

① チ ャ ネ ル の 設 定

チ ャ ネ ル デ ー タ は １ チ ャ ネ ル か ら ４ ０ チ ャ ネ ル の 範 囲 で 設 定 が で き 、

各 チ ャ ネ ル 番 号 に 対 応 す る Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド の （ ０ １ Ｈ ） か ら （ ２ ８ Ｈ ） の

い ず れ か の 値 を 、 Ｅ Ｓ Ｃ ・ Ｃ に 続 け て 送 り 込 む こ と に よ り 設 定 さ れ ま す 。

（ 付 － ２ チ ャ ネ ル － 周 波 数 対 応 表 を 参 照 下 さ い ）

E S C C ﾁ ｬ ﾈ ﾙ [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

[ 1 B H ] [ 4 3 H ] ( 0 1 H～ 2 8 H ) ( ) = ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ﾃ ﾞ - ﾀ

１ チ ャ ネ ル ～ ４ ０ チ ャ ネ ル 以 外 を 送 り 込 ん だ 場 合 は 、 チ ャ ネ ル は 設

定 さ れ ま せ ん 。 チ ャ ネ ル 設 定 範 囲 以 外 の 値 は 送 信 信 号 と 判 断 さ れ 送

信 さ れ て し ま い ま す 。 た だ し ［ Ｅ Ｓ Ｃ ］ ［ Ｃ ］ は 送 ら れ ず 無 視 さ れ

ま す 。 ま た 、 コ マ ン ド に よ る チ ャ ネ ル 指 定 が な か っ た 場 合 は 回 転 式

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ に セ ッ ト さ れ た 値 が 優 先 さ れ ま す 。

コ マ ン ド に よ り チ ャ ネ ル を 変 更 し た 後 に 回 転 式 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を

回 す と デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の チ ャ ネ ル が セ ッ ト さ れ ま す 。 後 か ら セ ッ

ト し た チ ャ ネ ル が 有 効 と な り ま す 。

２ ３ チ ャ ネ ル に 設 定 し ま す例

２ ３ チ ャ ネ ル の Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド は （ １ ７ Ｈ ） で す 。 本 機 に ［ １ Ｂ Ｈ ］

［ ４ ３ Ｈ ］ （ １ ７ Ｈ ） と 続 け て 送 り 込 む と ２ ３ チ ャ ネ ル が 設 定 さ れ ま

す 。

＼2 3 ﾁ ｬ ﾈ ﾙ／

T E L E M A T E 1 B H 4 3 H 1 7 H 機 器
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６ ． 機 能

② チ ャ ネ ル の 確 認

Ｅ Ｓ Ｃ ・ Ｂ の コ マ ン ド を 送 り 込 む と 、 現 在 設 定 さ れ て い る チ ャ ネ ル 番

号 が １ バ イ ト の Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド で 接 続 機 器 側 に 返 さ れ ま す 。

E S C B

[ 1 B H ] [ 4 2 H ] [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

２ ３ チ ャ ネ ル が 設 定 さ れ て い る 時 の 確 認例

本 機 に ［ １ Ｂ Ｈ ］ ［ ４ ２ Ｈ ］ と 送 り 込 む と 、 接 続 機 器 側 に （ １ ７ Ｈ ）

が 返 さ れ ま す 。

TE L E M A T E 1 B H 4 2 H 機 器

17 H

（ １ ７ Ｈ ） ＝ ２ ３ チ ャ ネ ル
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６ ． 機 能

６－２ ． 通 信 方 式 の 設 定

（ １ ） 無 手 順 方 式 の 場 合

本 機 底 面 の 設 定 用 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 「 ６ 番 」 ・ 「 ７ 番 」 に よ っ て 設

定 し 電 源 を 入 れ ま す 。 な お 、 電 源 が " Ｏ Ｎ " の 間 は 設 定 変 更 で き ま せ ん 。

６ ７ 通 信 設 定

OFF OF F 送 受 信

O N OFF 受 信 専 用

OFF O N 送 信 専 用

O N O N テ ス ト 信 号 送 信

テ ス ト 信 号 送 信 は 、 Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド の （ ０ ０ Ｈ ） か ら （ Ｆ Ｆ Ｈ ） ま で を

繰 り 返 し 送 信 し ま す 。

送 信 専 用 に 設 定 す る 場 合例

下 図 の 様 に 設 定 し ま す 。

設 定 用 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 「 ８ 番 」 は 、 出 荷 時 固 定 （ Ｏ Ｆ Ｆ ） で す 。
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６ ． 機 能

（２） Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 方 式 の 場 合

本 機 と 接 続 し て い る 機 器 か ら Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド を 送 り 込 む こ と に よ り

『 ① 通 信 方 式 の 設 定 』 及 び 『 ② 通 信 方 式 の 確 認 』 が で き ま す 。

① 通 信 方 式 の 設 定

下 記 の よ う に Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド の （ ０ ０ Ｈ ） か ら （ ０ ２ Ｈ ） の い ず れ か の

値 を 、 Ｅ Ｓ Ｃ ・ Ｓ に 続 け て 送 り 込 む こ と に よ り 設 定 さ れ ま す 。

［ 送 受 信 用 に 設 定 ］ E S C S 送 受 信 [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

[ 1 B H ] [ 5 3 H ] ( 0 0 H ) ( ) = ｾ ｯ ﾄ ﾃ ﾞ - ﾀ

［ 受 信 専 用 に 設 定 ］ E S C S 受 信 [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

[ 1 B H ] [ 5 3 H ] ( 0 1 H ) ( ) = ｾ ｯ ﾄ ﾃ ﾞ - ﾀ

［ 送 信 専 用 に 設 定 ］ E S C S 送 信 [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

[ 1 B H ] [ 5 3 H ] ( 0 2 H ) ( ) = ｾ ｯ ﾄ ﾃ ﾞ - ﾀ

設 定 用 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ で 「 テ ス ト 信 号 送 信 」 が 設 定 さ れ て い る 場

合 は 、 Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド に よ る 設 定 変 更 は で き ま せ ん 。 そ の 場 合 は 無

手 順 方 式 に 従 い 、 設 定 用 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を ［ 送 信 ］ ［ 受 信 ］ ［ 送

受 信 ］ の い ず れ か に 設 定 し 電 源 を 入 れ 直 し て 下 さ い 。

範 囲 外 ( 0 0 H , 0 1 H , 0 2 H ) の 設 定 を 行 っ た 場 合 は 、 通 信 方 式 の 設 定 は さ

れ ま せ ん 。 範 囲 外 の 値 は 、 送 信 信 号 と 判 断 さ れ 無 線 送 信 し ま す 。

ただし、 [ E S C ] + [ S ] は 無 線 送 信 しません。

受 信 専 用 に 設 定 す る 場 合例

本 機 に ［ １ Ｂ Ｈ ］ ［ ５ ３ Ｈ ］ （ ０ １ Ｈ ） と 続 け て 送 り 込 む と 受 信

専 用 に 設 定 さ れ ま す 。

＼ 受 信 専 用 ／

TE L E M A T E 1 B H 5 3 H 0 1 H 機 器
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６ ． 機 能

② 通 信 方 式 の 確 認

Ｅ Ｓ Ｃ ・ Ｌ コ マ ン ド を 送 り 込 む と 、 現 在 設 定 さ れ て い る 通 信 方 式 が １

バ イ ト の Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド で 返 さ れ ま す 。

〔 返 さ れ る コ ー ド 〕

E S C L 送 受 信 （ ０ ０ Ｈ ）

[1BH] [ 4 C H ] [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ 受 信 専 用 （ ０ １ Ｈ ）

送 信 専 用 （ ０ ２ Ｈ ）

送 信 専 用 に 設 定 さ れ て い る 場 合例

本 機 に ［ １ Ｂ Ｈ ］ ［ ４ Ｃ Ｈ ］ と 送 り 込 む と 、 接 続 機 器 側 に

（ ０ ２ Ｈ ） が 返 さ れ ま す 。

TE L E M A T E 1 B H 4 C H 機 器

02 H

（ ０ ２ Ｈ ） ＝ 送 信 専 用
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６ ． 機 能

６－ ３ ． 送 受 信 時 の タ イ ム ア ウ ト 時 間 の 設 定

送 受 信 機 と し て 使 用 す る 場 合 は 、 本 機 に 送 り 込 ん で い る 送 信 信 号 が 切

れ て か ら 、 一 定 時 間 内 に 次 の 信 号 を 送 り 込 ま な い と 本 機 は 受 信 状 態 に 戻

り ま す 。 こ の 時 間 を タ イ ム ア ウ ト 時 間 と い い ま す 。

電 源 投 入 時 の タ イ ム ア ウ ト 時 間 は 、 ２ ． ５ ５ S E C が 設 定 さ れ ま す 。

Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 で は １ ０ ｍ Ｓ Ｅ Ｃ 間 隔 で ５ ０ m S E C ～ ２ ． ５ ５ S E C ま で の 変 更 が 可

能 で す 。

タ イ ム ア ウ ト に よ り 送 信 が 途 切 れ た 場 合 は 、 送 信 休 止 時 間 と し て ２

秒 間 は 受 信 状 態 に な り ま す 。 こ の 間 は 無 線 送 信 で き ま せ ん 。

（ １ ） 無 手 順 方 式 の 場 合

電 源 を 入 れ る と タ イ ム ア ウ ト 時 間 が ２ ． ５ ５ S E C に 設 定 さ れ ま す 。

（ ２ ） Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 方 式 の 場 合

本 機 と 接 続 し て い る 機 器 か ら Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド を 送 り 込 む こ と に よ り

『 ① タ イ ム ア ウ ト 時 間 の 設 定 』 及 び 『 ② タ イ ム ア ウ ト 時 間 の 確 認 』 が で

き ま す 。

① タ イ ム ア ウ ト 時 間 の 設 定

下 記 の よ う に Ｅ Ｓ Ｃ ・ Ｔ に 続 け て タ イ ム ア ウ ト デ ー タ を 本 機 に 送 り 込

む こ と に よ り タ イ ム ア ウ ト 時 間 が 設 定 で き ま す 。

ESC T ﾀ ｲ ﾑ ｱ ｳ ﾄ [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

[ 1 B H ] [ 5 4 H ] ( 0 1 H～ F F H ) ( ) = ﾀ ｲ ﾑ ｱ ｳ ﾄ ﾃ ﾞ - ﾀ

ﾀ ｲ ﾑ ｱ ｳ ﾄ ﾃ ﾞ - ﾀ 0 1 H に 対 して 1 0 m S E C が 設 定されます。

タ イ ム ア ウ ト 時 間 と し て （ ０ ０ Ｈ ） を 指 定 し た 場 合 は 、 タ イ ム ア ウ

ト 時 間 は 設 定 さ れ ま せ ん 。 （ ０ ０ Ｈ ） は 送 信 信 号 と 判 断 さ れ 、 無 線

送 信 し ま す 。

ただし、 [ E S C ] + [ T ] は 無 線 送 信 しません。

設 定 例 ／ 次 ペ ー ジ
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６ ． 機 能

タイム ア ウ ト 時 間 を ３ ２ ０ m S E C に 設 定 す る 場 合例

本 機 に ［ １ Ｂ Ｈ ］ ［ ５ ４ Ｈ ］ （ ２ ０ Ｈ ） を 送 り 込 む と 、 タ イ ム ア ウ

ト 時 間 は ３ ２ ０ m S E C に 設 定 さ れ ま す 。

＼3 2 0 m S E C／

T E L E M A T E 1 B H 5 4 H 2 0 H 機 器

設 定 す る 値 は 、 １ ０ m S E C で １ と 考 え ま す の で 実 際 の タ イ ム ア ウ ト 時 間

を １ ０ m S E C で 割 る と 設 定 値 が で ま す 。

３２０ m S E C ÷ １ ０ m S E C ＝ ３ ２

３ ２ を Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド に 変 換 → （ ２ ０ Ｈ ）
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６ ． 機 能

② タ イ ム ア ウ ト 時 間 の 確 認

Ｅ Ｓ Ｃ ・ Ｍ コ マ ン ド を 送 り 込 む と 、 現 在 設 定 さ れ て い る タ イ ム ア ウ ト

時 間 が １ バ イ ト の Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド で 返 さ れ ま す 。

E S C M

[ 1 B H ] [ 4 D H ] [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

１ ． ８ S E C の タ イ ム ア ウ ト 時 間 が 設 定 さ れ て い る 場 合例

本 機 に ［ １ Ｂ Ｈ ］ ［ ４ Ｄ Ｈ ］ と 送 り 込 む と 、 接 続 機 器 側 に （ Ｂ ４ Ｈ ）

が 返 さ れ ま す 。

TE L E M A T E 1 B H 4 D H 機 器

B4 H

返 さ れ た 値 （ Ｂ ４ Ｈ ） は Ｈ Ｅ Ｘ コ ー ド な の で 、 １ ０ 進 数 に 戻 し ま す 。

（ Ｂ ４ Ｈ ） を １ ０ 進 数 に 変 換 → １ ８ ０ ･ ･ ･ ･ ･ ａ

ａ の 値 １ に 対 し て １ ０ m S E C の 時 間 が か か り ま す の で 、 １ ０ m S E C を か け

る と 実 際 の タ イ ム ア ウ ト 時 間 に な り ま す 。

１８０×１０ m S E C ＝ １ ．８ S E C
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６ ． 機 能

６－４ ． 端 末 へ の 送 出 許 可 ・ 不 許 可 の 設 定

本 機 が 受 信 し た 信 号 を 接 続 装 置 へ 送 出 許 可 す る か 、 送 出 を 不 許 可 に す る

か を 接 続 装 置 か ら 設 定 す る こ と が で き ま す 。 電 源 立 ち 上 げ 時 は 、 送 出 許 可

の 設 定 に な り ま す 。

送 出 不 許 可 の 場 合 は 、 本 機 が 無 線 受 信 し た 信 号 を 接 続 装 置 に 送 出 を し ま

せ ん 。 た だ し 、 戻 り デ ー タ が あ る 設 定 コ マ ン ド に 対 し て は 、 送 出 不 許 可 に

は な り ま せ ん 。

受 信 信 号 と コ マ ン ド の 戻 り デ ー タ が 、 接 続 さ れ て い る 装 置 に 一 緒 に 送 り

出 さ れ て く る 場 合 、 送 出 不 許 可 に す る と コ マ ン ド の 戻 り デ ー タ だ け の 確 認

が で き ま す 。

設 定 方 法 は 、 Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド の 設 定 の み と な り ま す 。

（ １ ） 端 末 へ の 送 出 許 可 設 定

本 機 が 受 信 し た 信 号 は 、 そ の ま ま 接 続 装 置 へ 送 出 さ れ ま す 。

E S C D

[ 1 B H ] [ 4 4 H ] [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

（ ２ ） 端 末 へ の 送 出 不 許 可 設 定

本 機 が 受 信 し た 信 号 は 、 接 続 装 置 へ 送 出 さ れ ま せ ん 。

送 出 不 許 可 設 定 中 の 無 線 受 信 信 号 は 、 ユ ニ ッ ト 内 部 で 読 み 捨 て ら

れ ま す 。

E S C E

[ 1 B H ] [ 4 5 H ] [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

端 末 へ の 送 出 許 可 ・ 不 許 可 の 設 定 状 況 は 、

６ － ５ ． 「 コ ン デ ィ シ ョ ン フ ラ グ 」 を 参 考 に し て 下 さ い 。
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６ ． 機 能

６－５ ． コ ン デ ィ シ ョ ン フ ラ グ

本 機 内 部 の 状 態 を 、 接 続 装 置 へ １ バ イ ト の デ ー タ と し て 送 出 す る こ と が

で き ま す 。 こ の デ ー タ を 「 コ ン デ ィ シ ョ ン フ ラ グ 」 と 称 し ま す 。

コ ン デ ィ シ ョ ン フ ラ グ 確 認 方 法 は 、 Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド の み と な り ま す 。

（ １ ） コ ン デ ィ シ ョ ン フ ラ グ 確 認 コ マ ン ド

確 認 コ マ ン ド が 本 機 内 に 入 っ た 時 点 の 状 態 （ コ ン デ ィ シ ョ ン フ ラ グ ）

を 接 続 装 置 へ 送 出 し ま す 。

E S C R

[ 1 B H ] [ 5 2 H ] [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

［ コ ン デ ィ シ ョ ン フ ラ グ （ １ バ イ ト デ ー タ ） 内 容 ］

ビ ッ ト 出 力 内 容

７ ０
６ ０ 固 定
５ ０
４ ０

３ Ｐ Ｌ Ｌ の 状 態 送 信 セ ッ ト = １ 、 受 信 セ ッ ト = ０

２ 端 末 へ の 送 出 送 出 不 可 = １ 、 送 出 可 =０

１ 送 信 デ ー タ デ ー タ あ り = １ 、 デ ー タ な し = ０

０ キ ャ リ ア 検 出 電 波 受 信 = １ 、 電 波 受 信 無 し = ０

本 機 内 部 が 以 下 の 状 態 の 場 合例

Ｐ Ｌ Ｌ ： 受 信 セ ッ ト 、 接 続 装 置 へ の 送 出 ： 不 許 可

送 信 デ ー タ 数 ： 無 し 、 キ ャ リ ア 検 出 ： 電 波 受 信 有 り

Ｅ Ｓ Ｃ Ｒ を 本 機 に 送 り 込 む と ［ ０ ５ Ｈ ］ が 戻 り ま す 。

ビ ッ ト ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

出力 ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ＝ ［ ０ ５ Ｈ ］
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６ ． 機 能

６－６ ． 送 信 バ ッ フ ァ ク リ ア

本 機 は 、 内 部 の 送 信 バ ッ フ ァ を ク リ ア す る 機 能 を 持 ち ま す 。

通 常 は 、 接 続 装 置 か ら 信 号 が 送 ら れ て く る と 本 機 は す ぐ に 送 信 処 理 に 移

り 送 信 バ ッ フ ァ に ほ と ん ど 送 信 信 号 が 蓄 積 さ れ る こ と は あ り ま せ ん 。

た だ し 、 他 か ら 同 じ チ ャ ネ ル で 電 波 が 出 て い る 場 合 は 、 キ ャ リ ア セ ン ス

機 能 に よ り 送 信 で き な い た め 、 送 信 バ ッ フ ァ に 送 信 信 号 が 蓄 積 さ れ ま す 。

送 信 バ ッ フ ァ ク リ ア 方 法 は 、 Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド の み と な り ま す 。

（ １ ） 送 信 バ ッ フ ァ ク リ ア コ マ ン ド

送 信 バ ッ フ ァ ク リ ア コ マ ン ド が 入 る と 本 機 内 部 の 送 信 バ ッ フ ァ は ク リ

ア さ れ ま す 。

E S C X

[ 1 B H ] [ 5 8 H ] [ ] = ｱ ｽ ｷ - ｺ - ﾄ ﾞ

送 信 バ ッ フ ァ ク リ ア コ マ ン ド を 本 機 に 送 り 込 ん だ 後 、 続 け て 送 信 信

号 を 送 ら な い で 下 さ い 。

内 部 で ク リ ア 処 理 が 終 了 す る ま で 、 約 ０ ． ５ S E C 必 要 で す 。

こ の 間 に 送 り 込 ん だ 信 号 は 、 無 線 送 信 し な い 場 合 が あ り ま す 。
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６ ． 機 能

６－７ ． Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ の 通 信 条 件 の 設 定

本 機 の Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ イ ン タ ー フ ェ ー ス 通 信 条 件 の 設 定 方 法 は 、 設 定

用 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ に よ り 設 定 し ま す 。 電 源 が " Ｏ Ｎ " の 間 は 設 定 変 更 で き

ま せ ん 。

『 設 定 用 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 番 号 と 内 容 』

１ ス ト ッ プ ビ ッ ト ４ 有 効 パ リ テ ィ

（ パ リ テ ィ チ ェ ッ ク あ り 時 ）

O F F ２ ス ト ッ プ

O N １ ス ト ッ プ O F F 偶 数

O N 奇 数

２ パ リ テ ィ チ ェ ッ ク

５ ボ ー レ ー ト

O F F 無 し

O N 有 り O F F ４ ８ ００ b / s

O N １ ２ ００ b / s

３ デ ー タ 長

O F F ８ ビ ッ ト

O N ７ ビ ッ ト

以 下 の 通 信 条 件 に 設 定 し ま す例

ス ト ッ プ ビ ッ ト ２ ビ ッ ト ・ パ リ テ ィ 無 し ・ デ ー タ 長 ８ ビ ッ ト

偶 数 パ リ テ ィ ・ ボ ー レ ー ト ４ ８ ０ ０ b / s

上 図 の よ う に 設 定 用 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ を 設 定 し 、 電 源 を 入 れ ま す 。
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７ ． 設 置 の し か た

下 記 の 設 置 例 は 本 機 と 機 器 と の 接 続 を 行 っ た も の で す 。 実 際 に 通 信 す

る に は 相 手 が 必 要 で す の で 、 相 手 側 も 合 わ せ て 準 備 を 行 い ま す 。

『 用 意 す る も の 』

・ 本 機 ・ 付 属 の Ａ Ｃ ア ダ プ タ ・ 付 属 の Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ ケ ー ブ ル

・ 接 続 機 器

・ 接 続 機 器 か ら の ノ イ ズ を 避 け る た め 、 接 続 機 器 か ら で き る だ け 離 し て

下 さ い 。

： 周 囲 で 同 一 周 波 数 の 電 波 を 出 し て い る 無 線 機 が な い 時 、 本 機 の注 意

Ｃ Ｄ ラ ン プ が 点 灯 す る 場 合 に は 、 周 辺 の ノ イ ズ を 受 け て い る こ

と が 考 え ら れ ま す 。

・ ア ン テ ナ は で き る だ け 垂 直 に 立 て 、 金 属 板 や 電 線 と 平 行 に な ら な い よ う

に 設 置 し て 下 さ い 。 ま た 、 金 属 板 や 電 線 か ら で き る だ け 離 し て 設 置 し て

下 さ い 。

・ 通 信 性 能 は 設 置 環 境 に よ っ て 大 き く 変 化 し ま す 。 取 り 付 け 前 に 通 信 可 能

で あ る こ と を 確 認 の う え 設 置 し て 下 さ い 。

本 機 は 、 防 塵 ／ 防 滴 構 造 で は あ り ま せ ん 。 設 置 環 境 に 応 じ て 、 ケ ー ス に

組 み 込 む な ど の 対 策 を 行 っ て 下 さ い 。
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８ ． 基 本 的 な 使 い 方

下 記 の 通 信 例 は 、 本 機 ２ 台 を 使 っ て 測 定 機 の 信 号 を 記 録 装 置 に 送 る 時

の 手 順 例 で す 。 通 信 方 式 は 単 向 通 信 で す 。

： そ れ ぞ れ の 機 器 に お い て 、 あ ら か じ め 通 信 フ ォ ー マ ッ ト を 決 め 、 不 要注 意

な 受 信 内 容 は 読 み 捨 て る な ど の 対 策 が 必 要 で す 。 （ ２ ５ ペ ー ジ ）

測 定 機 か ら 記 録 装 置 へ 信 号 を 伝 送 し ま す例

① 「 ７ ． 設 置 の し か た 」 を 参 考 に 本 機 を そ れ ぞ れ の 機 器 に 接 続 し て 下 さ

い 。 ま だ 電 源 は 入 れ な い で 下 さ い 。 （ ２ １ ペ ー ジ ）

② 測 定 機 側 を 送 信 専 用 、 記 録 装 置 側 を 受 信 専 用 に 設 定 し ま す 。

（ １ １ ペ ー ジ ）

③ 本 機 の CHA N N E L S E T ス イ ッ チ を 、 そ れ ぞ れ 同 じ チ ャ ネ ル に 設 定 し ま

す 。 （ ８ ペ ー ジ ）

④ 本 機 の Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ イ ン タ ー フ ェ ー ス の 通 信 条 件 を 、 そ れ ぞ れ 同

じ 条 件 に 設 定 し ま す 。 （ ２ ０ ペ ー ジ ）

こ こ で は 、 ス ト ッ プ ビ ッ ト ２ ビ ッ ト ・ パ リ テ ィ 無 し ・ デ ー タ 長 ８ ビ ッ

ト ・ 偶 数 パ リ テ ィ ・ ボ ー レ ー ト ４ ８ ０ ０ b / s に 設 定 し ま す 。
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８ ． 基 本 的 な 使 い 方

⑤ 接 続 機 器 側 の Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ イ ン タ ー フ ェ ー ス の 通 信 条 件 を 本 機 と

合 わ せ ま す 。

⑥ 記 録 装 置 側 で は " Ｒ Ｔ Ｓ " を " Ｏ Ｎ " に し て お き ま す 。 必 要 に 応 じ て 制 御

し て 下 さ い 。 ま た 、 測 定 装 置 側 で は 常 時 " Ｒ Ｔ Ｓ " を " Ｏ Ｎ " に し ま す 。

本 機 の " Ｒ Ｔ Ｓ " は 接 続 機 器 に よ り 制 御 さ れ ま す 。 通 常 、 接 続 機 器

側 で 、 信 号 の 取 り 込 み が 可 能 な 時 は " Ｏ Ｎ " に し 、 信 号 の 取 り 込 み

が 不 可 能 な 時 に は " Ｏ Ｆ Ｆ " に し ま す 。 （ ２ ４ ペ ー ジ ）

⑦ 接 続 機 器 と 本 機 の 電 源 を そ れ ぞ れ 入 れ て 下 さ い 。

⑧ 送 信 専 用 機 の Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ

は 「 Ｐ Ｗ 」 と 「 Ｔ Ｘ 」 の み 点

灯 し ま す 。

⑨ 受 信 専 用 機 の Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ

は 「 Ｐ Ｗ 」 と 「 Ｃ Ｄ 」 の み 点

灯 し ま す 。

こ の 時 、 記 録 装 置 側 に 連 続 し た 信 号 が 入 る こ と が あ り ま す が 異 常

で は あ り ま せ ん 。 本 機 は 送 ら れ て き た 信 号 を 、 可 能 な 限 り リ ア ル

タ イ ム に 接 続 機 器 に 伝 え る こ と を 目 的 に 設 計 さ れ て い ま す の で 、

内 部 で エ ラ ー チ ェ ッ ク 等 は 行 い ま せ ん 。 不 要 な 受 信 内 容 は 、 接 続

し て い る 機 器 に よ り 読 み 捨 て る こ と が 必 要 で す 。 （ ２ ５ ペ ー ジ ）

⑩ 測 定 を 開 始 し 、 測 定 機 側 か ら 測 定 信 号 を 送 出 し て 下 さ い 。 記 録 装

置 側 で 受 信 し ま す 。

測 定 機 （ 接 続 機 器 ） か ら 本 機 に 測 定 信 号 を 送 り 込 む に は 、 測 定 機

側 で Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 を 検 出 し 、 Ｃ Ｔ Ｓ が " Ｏ Ｎ " の 時 に 測 定 信 号 を 送 出

し て 下 さ い 。

Ｃ Ｔ Ｓ が " Ｏ Ｆ Ｆ " の 状 態 で 測 定 信 号 を 送 り 続 け る と デ ー タ バ ッ

フ ァ が オ ー バ ー フ ロ ー し 、 バ ッ フ ァ に 蓄 積 さ れ た 信 号 は 一 度 ク リ

ア さ れ ま す 。 （ ２ ４ ペ ー ジ ）
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９ ． 知 っ て お き た い こ と

●『 呼 出 名 称 符 号 に つ い て 』

本 機 か ら 無 線 送 信 さ れ る 信 号 に は 、 目 的 と す る 信 号 の 他 に 、 法 律 上 決

め ら れ た 送 信 機 固 有 の 呼 出 名 称 符 号 送 信 す る こ と に な っ て い ま す 。 呼 出 名

称 符 号 は 、 本 機 が 無 線 送 信 状 態 に な っ て か ら 、 必 ず １ 回 、 自 動 で 送 信 し ま

す 。

● 『 キ ャ リ ア セ ン ス に つ い て 』

本 機 が 無 線 送 信 を 開 始 す る 場 合 、 設 定 さ れ た チ ャ ネ ル で 既 に 他 の 機 器 が

無 線 送 信 を 行 っ て い る 場 合 は 、 無 線 送 信 を 行 い ま せ ん 。 こ の 動 作 を キ ャ リ

ア セ ン ス と 称 し ま す 。

こ の 場 合 、 同 一 チ ャ ネ ル の 無 線 送 信 が 終 了 す る ま で 待 ち 、 無 線 送 信 を 開

始 し ま す 。

通 信 条 件 が 送 信 専 用 に 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 電 源 を 入 れ た 後 一 度 だ け 、

送 受 信 用 に 設 定 さ れ て い る 場 合 は 受 信 状 態 か ら 送 信 状 態 に 移 行 す る ご と に

キ ャ リ ア セ ン ス を 行 い ま す 。 受 信 専 用 に 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 無 線 送 信

動 作 を 行 わ な い た め 、 キ ャ リ ア セ ン ス は 行 い ま せ ん 。

● 『 信 号 入 出 力 制 御 に つ い て 』

本 機 が 信 号 を 無 線 送 信 し よ う と す る 場 合 、 接 続 機 器 か ら 本 機 の Ｔ Ｘ Ｄ

に 信 号 が 入 れ ば 、 本 機 は キ ャ リ ア セ ン ス を 行 い 、 設 定 さ れ た チ ャ ネ ル が 空

い て い れ ば す ぐ に 無 線 送 信 を 開 始 し ま す 。 も し チ ャ ネ ル が 空 い て い な け れ

ば 無 線 送 信 は せ ず 、 信 号 は 一 時 送 信 バ ッ フ ァ に 蓄 積 さ れ ま す 。 送 信 バ ッ フ

ァ が 規 定 容 量 に な る と 、 Ｃ Ｔ Ｓ を " Ｏ Ｆ Ｆ " し て 接 続 機 器 に 知 ら せ ま す 。

Ｃ Ｔ Ｓ が " Ｏ Ｆ Ｆ " の 時 に は 、 本 機 へ の 信 号 送 出 を 止 め て 下 さ い 。

ま た 本 機 が 信 号 を 受 信 し て い る 時 、 接 続 機 器 側 で Ｒ Ｘ Ｄ 信 号 の 受 け 入

れ が 出 来 な く な っ た 場 合 に は 、 接 続 機 器 側 で Ｒ Ｔ Ｓ を " Ｏ Ｆ Ｆ " に す る と 、

接 続 機 器 へ の Ｒ Ｘ Ｄ 信 号 が 止 ま り ま す 。 Ｒ Ｔ Ｓ が " Ｏ Ｎ " に な っ た 場 合 は 、

受 信 し た 信 号 を 接 続 装 置 に 対 し て 出 力 し ま す 。

本 機 は １ ２ ８ バ イ ト の 送 信 デ ー タ バ ッ フ ァ を 持 ち ま す 。 送 信 バ ッ フ

ァ は 、 バ ッ フ ァ 内 に 蓄 積 さ れ た 送 信 信 号 が １ ２ ０ バ イ ト に な っ た 時

点 で Ｃ Ｔ Ｓ を " Ｏ Ｆ Ｆ " し 、 接 続 機 器 か ら の 入 力 を 不 許 可 に し ま す 。

ま た 、 送 信 バ ッ フ ァ 内 の デ ー タ が す べ て 無 線 送 信 さ れ 、 バ ッ フ ァ 内

の デ ー タ が ０ バ イ ト に な っ た 時 点 で 、 Ｃ Ｔ Ｓ を " Ｏ Ｎ " し て 入 力 を 許

可 し ま す 。

Ｃ Ｔ Ｓ が " Ｏ Ｆ Ｆ " の ま ま １ ２ ８ バ イ ト を 越 え る 信 号 が 送 り 込 ま れ る

と 、 バ ッ フ ァ に 蓄 積 さ れ た 送 信 信 号 は 一 度 ク リ ア さ れ て ま す 。

Ｒ Ｔ Ｓ が " Ｏ Ｆ Ｆ " 中 に 受 信 し た 信 号 は 、 読 み 捨 て ら れ ま す 。
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９ ． 知 っ て お き た い こ と

●『 本 機 の 送 信 動 作 』

送 信 専 用 に 電 源 を 入 れ た 時 点 で 、 呼 出 名 称 符 号 を １ 回 だ け 送 信 し

設 定 ま す 。 そ の 後 は 、 接 続 装 置 か ら 送 ら れ て く る 信 号 を 逐

次 送 信 し ま す 。

送 受 信 用 に 接 続 装 置 か ら の 信 号 が 本 機 に 送 り 込 ま れ て き た 時 に Ｃ

設 定 Ｄ ラ ン プ が 消 灯 し て い れ ば 送 信 状 態 に な り ま す 。

受 信 状 態 か ら 送 信 状 態 に 変 わ る 時 、 呼 出 名 称 符 号 を １

回 送 信 し て か ら 信 号 を 送 り 出 し ま す 。 信 号 が 連 続 し て

入 っ て く れ ば 逐 次 送 信 を 行 い ま す が 、 送 信 信 号 が タ イ

ム ア ウ ト 時 間 内 に 入 ら な け れ ば 受 信 状 態 と な り ま す 。

受 信 状 態 に 戻 っ た 後 に 続 け て 送 信 し た い 場 合 は 、 休

止 時 間 （ ２ 秒 間 ） 後 に 再 び 送 信 さ れ ま す 。

● 『 本 機 の 受 信 動 作 』

本 機 は 、 内 部 で エ ラ ー チ ェ ッ ク 等 を 行 う 機 能 は 持 っ て い ま せ ん 。

受 信 内 容 に は 、 本 来 目 的 と す る 受 信 信 号 以 外 の 不 要 な 信 号 や 誤 っ た 信

号 が 入 っ て き ま す 。 受 信 側 の 接 続 機 器 で は 、 あ ら か じ め 通 信 フ ォ ー マ ッ

ト を 決 め て 、 不 要 な 信 号 は 読 み 捨 て る こ と が 必 要 で す 。

● 『 通 信 フ ォ ー マ ッ ト に つ い て 』

受 信 さ れ た 信 号 か ら 必 要 な 信 号 だ け を 拾 い 、 不 要 な 信 号 を 読 み 捨 て る

に は 送 信 側 及 び 受 信 側 で 、 あ ら か じ め 通 信 フ ォ ー マ ッ ト を 決 め て お く こ

と が 必 要 で す 。

・ 送 信 側 … 送 信 側 か ら は 、 上 図 の 様 に 決 め ら れ た フ ォ ー マ ッ ト に 従 い

信 号 を 送 出 し て 下 さ い 。

・ 受 信 側 … 受 信 側 で は 、 ダ ミ ー バ イ ト 以 降 の 信 号 が フ ォ ー マ ッ ト の 通

り 受 信 さ れ た 時 の み 有 効 と し 、 そ れ 以 外 は 読 み 捨 て る よ う

に し ま す 。

● 『 通 信 タ イ ミ ン グ に つ い て 』

右 図 に 、 単 向 通 信 を

し た と き 信 号 を 送 信 し

て か ら 受 信 内 容 が 出 力

さ れ る ま で の タ イ ミ ン

グ を 表 し ま す 。

ま た 、 送 受 信 で 使 用 す る 場 合 に は 、 本 機 に 信 号 を 送 っ て か ら 送 信 状 態

に な る ま で の 時 間 が そ の 都 度 異 な り ま す 。 最 長 で も １ 秒 で す 。
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１ ０ ． 故 障 と 思 う 前 に

送信状 態 に な ら な い 。 （ Ｃ Ｄ ラ ン プ が 点 灯 し て い る ）

原 因 周 辺 に 同 一 周 波 数 で 送 信 し て い る 機 器 が あ る 。

対 策 使 用 さ れ て い な い チ ャ ネ ル に 切 り 換 え て 下 さ い 。

送 信 で き な い 。

原 因 1 ) 接 続 機 器 と 本 機 の 接 続 ま た は 設 定 が 違 っ て い る 。

2 ) 通 信 チ ャ ネ ル が 違 っ て い る 。

3 ) 通 信 距 離 が 離 れ 過 ぎ て い る 。

対 策 1 ) 接 続 機 器 と 本 機 の 接 続 ま た は 通 信 条 件 を 確 認 し て く だ さ

い 。

2 ) 通 信 チ ャ ネ ル を 合 わ せ て 下 さ い 。

3 ) 電 波 の 届 く 範 囲 ま で 移 動 し て 下 さ い 。

受 信 で き な い （ Ｃ Ｄ ラ ン プ が 消 灯 し て い る ）

原 因 1 ) 接 続 機 器 と 本 機 の 接 続 ま た は 設 定 が 違 っ て い る 。

2 ) 通 信 チ ャ ネ ル が 違 っ て い る 。

3 ) 通 信 距 離 が 離 れ 過 ぎ て い る 。

対 策 1 ) 接 続 機 器 と 本 機 の 接 続 ま た は 通 信 条 件 を 確 認 し て く だ さ

い 。

2 ) 通 信 チ ャ ネ ル を 合 わ せ て 下 さ い 。

3 ) 電 波 の 届 く 範 囲 ま で 移 動 し て 下 さ い 。

正 し い 信 号 が 受 信 で き な い 。

原 因 1 ) 送 信 側 の 本 機 が Ｅ Ｓ Ｃ 手 順 に な っ て お り 、 送 信 信 号 内 に

Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド と 同 じ 信 号 が 含 ま れ て い る 。

2 ) 接 続 機 器 と 本 機 の 接 続 ま た は 設 定 が 違 っ て い る 。

3 ) 送 信 信 号 の 先 頭 が つ ぶ れ て 送 ら れ て く る 。

4 ) 受 信 信 号 以 外 の ノ イ ズ を 拾 っ て い る 。

対 策 1 ) 送 信 側 の 本 機 を 無 手 順 方 式 に 変 更 し て 下 さ い 。

ま た は 、 送 信 信 号 内 の Ｅ Ｓ Ｃ を ２ バ イ ト 続 け て 送 信 し て

下 さ い 。

2 ) 接 続 機 器 と 本 機 の 接 続 ま た は 通 信 条 件 を 確 認 し て 下 さ

い 。

3 ) 送 信 信 号 の 先 頭 に ダ ミ ー バ イ ト を 付 加 し て 下 さ い 。

4 ) 通 信 フ ォ ー マ ッ ト を 決 め て フ ォ ー マ ッ ト 以 外 の 信 号 は 読

み 捨 て て 下 さ い 。
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１ １ ． メ ン テ ナ ン ス

本 機 を 正 常 な 状 態 で ご 使 用 中 に 万 一 ユ ニ ッ ト 側 の 異 常 が 確 認 さ れ た ら

「 故 障 と 思 う 前 に … 」 を ご 覧 下 さ い 。

も し 、 「 故 障 と 思 う 前 に … 」 の 内 容 に も 当 て は ま ら な い 症 状 の 場 合 は 、

本 機 の 異 常 が 考 え ら れ ま す の で

製 造 番 号 ・ 使 用 環 境 ・ 接 続 機 器

異 常 発 生 ま で の 処 理 手 順

異 常 発 生 状 況 な ど

を 、 お 買 い 上 げ の 販 売 代 理 店 、 ま た は 弊 社 営 業 部 ま で ご 連 絡 下 さ い 。
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１ ２ ． 保 証 に つ い て

● こ の 製 品 に は 、 保 証 書 を 別 途 添 付 し て お り ま す 。

所 定 の 記 述 、 及 び 記 載 内 容 を ご 確 認 い た だ き 大 切 に 保 管 し て 下 さ い 。

● 保 証 期 間 は 、 保 証 書 に 記 載 さ れ て お り ま す 。

保 証 期 間 内 は 、 保 証 書 に 記 載 さ れ て い る 保 証 規 定 の 定 め に よ り 、 弊 社 に て 無 料

修 理 い た し ま す 。 そ の 他 詳 細 事 項 は 保 証 書 を ご 覧 下 さ い 。

● 保 証 期 間 経 過 後 の 修 理 に つ き ま し て は 、 お 買 い 上 げ の 販 売 代 理 店 、 ま た は 弊 社

営 業 部 ま で ご 相 談 下 さ い 。 修 理 に よ っ て 機 能 が 維 持 で き る 場 合 は 、 お 客 様 の ご

要 望 に よ り 有 料 に て 修 理 さ せ て い た だ き ま す 。

● 保 証 期 間 に 関 係 な く 、 修 理 は 調 整 等 測 定 機 器 類 の 必 要 上 、 弊 社 へ の 持 ち 込 み 修

理 を 原 則 と し 、 持 ち 込 み 時 に 発 生 す る 送 料 等 は お 客 様 の 負 担 と さ せ て い た だ き

ま す 。 な お 、 出 張 修 理 を 行 う 場 合 、 修 理 期 間 中 に 代 替 機 が 必 要 な 場 合 等 は 、 お

買 い 上 げ の 販 売 代 理 店 、 ま た は 弊 社 営 業 部 ま で ご 相 談 下 さ い 。

● 保 証 期 間 中 の 修 理 や 、 ア フ タ ー サ ー ビ ス に つ い て ご 不 明 の 場 合 は 、 お 買 い 上 げ

の 販 売 代 理 店 、 ま た は 弊 社 営 業 部 ま で お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。

特 注 品 ・ シ ス テ ム 組 み 込 み 等 の 場 合 は 、 上 記 の 限 り で は あ り ま せ ん 。 別 途 仕 様

書 ・ 取 扱 説 明 書 の 保 証 規 定 を ご 覧 下 さ い 。

● 本 書 の 内 容 に 関 し て は 予 告 な く 変 更 す る 場 合 が あ り ま す 。

● 本 書 の 内 容 に つ き ま し て は 万 全 を 期 し て お り ま す が 、 万 一 ご 不 審 な 点 が あ り

ま し た ら 、 弊 社 営 業 部 ま た は お 買 い 上 げ の 販 売 代 理 店 へ ご 連 絡 下 さ い 。

● 本 機 を 運 用 し た 結 果 の 影 響 に つ い て は 、 前 項 に 関 わ ら ず 弊 社 で は 一 切 の 責 任

を 負 い か ね ま す の で ご 了 承 下 さ い 。

● 製 品 の 仕 様 及 び 外 観 は 、 機 器 改 良 そ の 他 に よ り 予 告 な く 変 更 す る 場 合 が あ り

ま す 。



- 29 -

付 － １ 「H E R C O M T E L E M A T E」 の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト

送 信 ／ 受 信 動 作 を 下 記 の フ ロ ー チ ャ ー ト に 表 し ま す 。
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付 － ２ チ ャ ネ ル － 周 波 数 対 応 表

ﾁ ｬ ﾈ ﾙ 周 波 数 ES C ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ用 ﾁｬ ﾈ ﾙ 周 波 数 ESC ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ用

番 号 (M H z ) H E X ｺ ｰ ﾄ ﾞ 番 号 (M H z ) H E X ｺ ｰ ﾄ ﾞ

１ 4 2 9 . 2 5 0 0 ０ １ Ｈ ２ １ 42 9 . 5 0 0 0 １ ５ Ｈ

２ 42 9 . 2 6 2 5 ０ ２ Ｈ ２ ２ 42 9 . 5 1 2 5 １ ６ Ｈ

３ 42 9 . 2 7 5 0 ０ ３ Ｈ ２ ３ 42 9 . 5 2 5 0 １ ７ Ｈ

４ 42 9 . 2 8 7 5 ０ ４ Ｈ ２ ４ 42 9 . 5 3 7 5 １ ８ Ｈ

５ 42 9 . 3 0 0 0 ０ ５ Ｈ ２ ５ 42 9 . 5 5 0 0 １ ９ Ｈ

６ 42 9 . 3 1 2 5 ０ ６ Ｈ ２ ６ 42 9 . 5 6 2 5 １ Ａ Ｈ

７ 42 9 . 3 2 5 0 ０ ７ Ｈ ２ ７ 42 9 . 5 7 5 0 １ Ｂ Ｈ

８ 42 9 . 3 3 7 5 ０ ８ Ｈ ２ ８ 42 9 . 5 8 7 5 １ Ｃ Ｈ

９ 42 9 . 3 5 0 0 ０ ９ Ｈ ２ ９ 42 9 . 6 0 0 0 １ Ｄ Ｈ

１ ０ 42 9 . 3 6 2 5 ０ Ａ Ｈ ３ ０ 42 9 . 6 1 2 5 １ Ｅ Ｈ

１ １ 42 9 . 3 7 5 0 ０ Ｂ Ｈ ３ １ 42 9 . 6 2 5 0 １ Ｆ Ｈ

１ ２ 42 9 . 3 8 7 5 ０ Ｃ Ｈ ３ ２ 42 9 . 6 3 7 5 ２ ０ Ｈ

１ ３ 42 9 . 4 0 0 0 ０ Ｄ Ｈ ３ ３ 42 9 . 6 5 0 0 ２ １ Ｈ

１ ４ 42 9 . 4 1 2 5 ０ Ｅ Ｈ ３ ４ 42 9 . 6 6 2 5 ２ ２ Ｈ

１ ５ 42 9 . 4 2 5 0 ０ Ｆ Ｈ ３ ５ 42 9 . 6 7 5 0 ２ ３ Ｈ

１ ６ 42 9 . 4 3 7 5 １ ０ Ｈ ３ ６ 42 9 . 6 8 7 5 ２ ４ Ｈ

１ ７ 42 9 . 4 5 0 0 １ １ Ｈ ３ ７ 42 9 . 7 0 0 0 ２ ５ Ｈ

１ ８ 42 9 . 4 6 2 5 １ ２ Ｈ ３ ８ 42 9 . 7 1 2 5 ２ ６ Ｈ

１ ９ 42 9 . 4 7 5 0 １ ３ Ｈ ３ ９ 42 9 . 7 2 5 0 ２ ７ Ｈ

２ ０ 42 9 . 4 8 7 5 １ ４ Ｈ ４ ０ 42 9 . 7 3 7 5 ２ ８ Ｈ
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付 － ３ デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設 定 ［ 一 覧 表 ］

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
□ □ □ □ □ □ □ □ □
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ← つ ま み 側
OFF

上 図 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設 定 内 容 は 、

ス ト ッ プ ビ ッ ト ２ ビ ッ ト ・ パ リ テ ィ 無 し ・ デ ー タ 長 ８ ビ ッ ト

ボ ー レ ー ト ４ ８ ０ ０ b / s ・ 送 受 信 設 定 で す 。

ｽｲ ｯ ﾁ N o 内 容 Ｏ Ｆ Ｆ Ｏ Ｎ

１ ス ト ッ プ ビ ッ ト ２ ｂ ｉ ｔ １ ｂ ｉ ｔ

２ パ リ テ ィ チ ェ ッ ク 無 し 有 り

３ デ ー タ 長 ８ ｂ ｉ ｔ ７ ｂ ｉ ｔ

４ 有 効 パ リ テ ィ 偶 数 （ Ｅ Ｖ Ｅ Ｎ ） 奇 数 （ Ｏ Ｄ Ｄ ）

５ ボ ー レ ー ト ４ ８ ０ ０ b / s １ ２ ００ b / s

６ 通 信 設 定

７ ６ ７ 通 信 設 定

O F F OF F 送 受 信
O N OFF 受 信 専 用
O F F ON 送 信 専 用
O N ON テ ス ト 信 号 送 信

８ 内 部 使 用 出 荷 時 固 定 （ Ｏ Ｆ Ｆ ）



- 32 -

付 － ４ Ｅ Ｓ Ｃ コ マ ン ド ［ 一 覧 表 ］

次 表 の コ マ ン ド は 、 接 続 機 器 か ら 「 本 機 」 に 送 り 込 む コ マ ン ド で す 。

[ ] = ｱ ｽ ｷ ｰ ｺ ｰ ﾄ ﾞ： ( ) = ｾ ｯ ﾄ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ

コ マ ン ド 機 能

ESC C ﾁ ｬ ﾈ ﾙ N o ﾁ ｬ ﾈ ﾙ N o . に よ り 指 定 す る 周 波 数 を 設 定 し ま す 。

[ 1 B H ] [ 4 3 H ] ( 0 1 H～ 2 8 H ) ﾁ ｬ ﾈ ﾙ N o .＝ 1～ 4 0 ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ( 0 1 H～ 2 8 H )

E S C B 現 在 設 定 さ れ て い る ﾁ ｬ ﾈ ﾙ N o . を 本 機 か ら 接 続 機 器 に

[1B H ] [ 4 2 H ] 送 出 し ま す 。

ESC S 送 受 ｾ ｯ ﾄ 本 機 を 送 信 ・ 受 信 ・ 送 受 信 の い ず れ か に 設 定 し ま
す 。

[ 1 B H ] [ 5 3 H ] ( 0 0 H～ 0 2 H ) 送 受信 ( 0 0 H ) ・ 受信専用 ( 0 1 H ) ・ 送信専用 ( 0 2 H )

E S C L 現 在 設 定 さ れ て い る 無 線 通 信 状 態 を 本 機 か ら 接 続 機

[1B H ] [ 4 C H ] 器 に 送 出 し ま す 。

ESC T ﾀ ｲ ﾑ ｱ ｳ ﾄ タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 設 定 し ま す 。 １ ０ ｍ Ｓ Ｅ Ｃ 間 隔
の 設 定 に な り ま す 。

[ 1 B H ] [ 5 4 H ] ( 0 1 H～ F F H ) ﾀ ｲ ﾑ ｱ ｳ ﾄ＝ 1 0 m S E C～ 2 . 5 5 S E C ( 0 1 H～ F F H )

E S C M 現 在 設 定 さ れ て い る タ イ ム ア ウ ト 時 間 を 本 機 か ら 接

[1B H ] [ 4 D H ] 続 機 器 に 送 出 し ま す 。

ESC D 本 機 か ら 接 続 装 置 へ の 送 出 を 許 可 し ま す 。

[1 B H ] [ 4 4 H ]

E S C E 受 信 信 号 に 限 り 本 機 か ら 接 続 装 置 へ の 送 出 を 許 可

[1B H ] [ 4 5 H ] し ま せ ん 。 （ ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ の 戻 り ﾃ ﾞ ｰ ﾀ は 送 出 さ れ ま す 。 ）

ESC R 本 機 内 部 の 状 態 を 接 続 装 置 へ 送 出 し ま す 。

[1B H ] [ 5 2 H ] P L L 状 態 ／ 接 続 装 置 送出／送信 ﾃ ﾞ ｰ ﾀ 数 ／ C D 状 態の へ の の

E S C X 本 機 内 の 送 信 バ ッ フ ァ を ク リ ア し ま す 。

[1 B H ] [ 5 8 H ]

E S C E S C Ｅ Ｓ Ｃ を １ バ イ ト 無 線 送 信 し ま す 。

[1 B H ] [ 1 B H ]

［ Ｅ Ｓ Ｃ ］ ［ 上 記 以 外 の 信 号 ］ の 場 合 は 、 Ｅ Ｓ Ｃ だ け が 無 視 さ

れ て Ｅ Ｓ Ｃ 後 の 信 号 は 通 常 の 信 号 と し て 送 ら れ ま す 。
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付 － ５ Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ コ ネ ク タ 詳 細

本 機 と 接 続 機 器 と は 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ で イ ン タ ー フ ェ ー ス さ れ ま す 。

記号 ピ ン № 名 称 詳 細 信 号 の 向 き

FG １ フ レ ー ム グ ラ ン ド ケ ー ス の 接 地 で す

TX D ２ 送 信 信 号 送 信 信 号 を 取 り 込 み ま す 本機

RX D ３ 受 信 信 号 受 信 信 号 を 出 力 し ま す 接 続 機 器

RT S ４ 送 信 要 求 ' O N ' で 受 信 信号を出力します 本機

CT S ５ 送 信 可 送信信号入力可能時 ' O N ' に な り ます 接 続 機 器

SG ７ シ グ ナ ル グ ラ ン ド 信 号 用 接 地 で す
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付 － ６ 付 属 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ ケ ー ブ ル 詳 細

付 属 さ れ て い る Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ ケ ー ブ ル は 、 弊 社 の 品 名 で 「 Ｍ Ｄ － ２ ３ ２ 」

と 呼 び ま す 。 以 下 に ケ ー ブ ル の 内 部 配 線 図 を 示 し ま す 。


